
Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

側溝新設割
合42%

令和元年度実
施46.6ｍ/必要
総延長116.6ｍ

成果実績 ％ 40
目標値 ％ 42
達成度 ％ 95.2%

評価年度の設定理由
PDCAサイクルによる事業改善を図るため、実施年度を評価年度に設定しました。

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策とそ
の目標

　交付事業に関係する主要政策・施策：
　　第５次藤岡市総合計画（2018～2027）
　　　郷土を愛し　未来を創生する藤岡
　　　　基本施策６　行財政
　　　　　６－２　行政運営
　　　　　　・最小の経費で最大限の効果を挙げる行政運営を進めるとともに、市民ニーズや制度改正に
柔軟に対応する行政運営を目指します。

　目標：市民ニーズ（市民の代表である区長からの依頼）に対応するため、市道鬼石4219号に側溝を新
設し雨水による道路冠水を緩和し、地域住民の通行の安全を確保するための側溝新設割合
　令和元年度　42％

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 藤岡市

交付金事業実施場所 藤岡市　譲原　地内

交付金事業の概要
側溝新設工事（L=46.6m）
　落蓋式側溝250 L=46.6m　横断側溝250 L=2.0m　集水桝 N=2基　Co舗装 A=169.7㎥

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道鬼石4219号　側溝新設工事 ＜その他＞

番号 措置名 交付金事業の名称



　　　　　　　交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄に、定性的な成果及び評価を記載すること。

　　　　（３）　交付金事業の概要の欄は、事業内容、必要性、期待される効果等を記載すること。

　　　　（４）　交付金事業に関係する市町村の主要政策・施策とその目標の欄は、当該事業が関連づけられている

　　　　　　　当該市町村の上位政策・施策とその目標を記載すること。

　　　　（５）　事業期間が複数年度にわたる事業については事業期間の設定理由を記載すること。

　　　　（６）　成果目標及び成果指標の欄は、交付金事業に関係する市町村の主要政策・施策とその目標を踏まえて

　　　　　　　定量的に記載すること。当該事業の定量的評価が困難な場合には、成果目標の欄に、定性的な目標を、

交付金事業の担当課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

交付金事業の評価課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

（備考）（１）　事業ごとに作成すること。 

　　　　（２）　番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道鬼石４２１９号
側溝新設工事＜その他＞

指名競争入札 （株）金澤工務店 4,081,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,081,000

うち文部科学省分

総事業費 4,081,000

うち経済産業省分 4,081,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 92.1%   

年度

側溝新設延長
活動実績 ｍ 47
活動見込 ｍ 51

交付金事業の成果目標及
び成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等

次回実施する際は、100％達成するため、工事発注前の現地測量の精度をあげ変更がないようにしたい


